
授業科目名

3年次後期

開講形態 時間数 単位数 3

キーワード

臨地実習、シミュレーション演習、見学演習、グループディスカッション、全体討議、リフレクション

6．最終レポート、個人面談の振り返り

モデル・コア・カリキュラムとの関連

学修目標：

①急性期や重症にある人の身体的・心理的・社会的特徴を説明できる。

②急性期や重症な状態にある人をアセスメントできる。

③急性期や重症な状態にある人に対する優先順位を踏まえた看護を説明できる。

⑦疾患や治療に応じた観察項目を理解し、異常の早期発見と必要な看護を実践できる。

8．実習を通して自己の学習課題に取り組める。

成人看護学実習Ⅰ 担当教員 教授　福間美紀, 佐藤亜美　他　

開講年次及び学期 必修・選択の別 必修

学修成果（到達目標）

4．手術を受ける患者とその家族の心理的特徴を理解し、患者とその家族と適切な人間関係を築く。

5．患者とその家族を取り巻く医療チームにおける看護職の役割と他職種との連携の実際を学ぶ。

7．安全な医療・看護の提供に関する基礎的知識と技術を身につける。

実習 135

成人の特性を踏まえ、急性期・周手術期にある対象を全人的に理解し、患者とその家族のもつ健康問題に
応じた看護の実際を学ぶ。

授業の目的（概要）

1．成人期の身体的・精神的・社会的特徴を踏まえ、急性期・周手術期にある患者とその家族を理解する。

2．成人期の身体機能と手術侵襲の関連から、患者に必要な看護を判断する。

3．周手術期にある患者とその家族のもつ看護上の問題を明確化し、必要な看護を計画、実施、評価する。

6．患者の意思決定を支え、実践を通して対象の人権を尊重した態度を身につける。

⑩急性期や重症な状態にある人や家族の心理についてアセスメントし、不安の緩和を図ることができる。

⑪回復過程及び退院を見通した看護を説明できる。

④主な検査・処置等を受ける人の検査・処置に対する理解と意思決定を支える看護を実践できる。

D-４-２)急性期にある人々に対する看護実践

ねらい：小児、成人、老年といった各年代に応じた急性期や重症な状態、周手術期にある人の特徴を理解
し、生命維持、身体的リスクの低減と症状緩和、安全と安楽の保持等のための看護実践を学ぶ。

⑨認知機能の低下や精神疾患等の特徴を持つ人の急性期治療に対する反応を理解し、安全・安楽を守る看護
を説明できる。

⑧術後合併症を予防するための看護を説明できる。

⑤手術を受ける人をアセスメントできる。

⑥手術を受ける人の手術療法への理解と意思決定を支える看護を実践できる。

オフィスアワー

メールで時間を調整し対応します。

  福間美紀(基礎看護学講座)：E-mail：mk8592@~

教科書・参考書・視聴覚・その他の教材

成人期　急性期看護　周手術期看護　手術侵襲　回復過程

授業の進め方

フェーズが上がった場合には、オンライン実習（急性期の継続事例演習、シミュレーション）に変更する。

実習目標の到達度と、総得点を100点満点に換算したのち、60点以上を合格とする

7．出席状況

成績評価の方法（合否基準）

1．事前学習の取り組み状況

　別途、「臨地実習の手引き」を示す。

2．看護過程展開状況

3．実習期間中に提出される実習記録の内容

4．実習への取り組み姿勢

（誠実性、向上心、学習者としての主体的な学びの態度、援助者としての自己の客観視、
人権への配慮、安全な看護実践に対する責任、自己の心身の健康保持）

5．カンファレンスへの参加状況



1．実習方法

1) 実習期間：3週間

2） 実習時間：8:30～16:30

2．実習施設・場所

1) 臨床　島根大学医学部付属病院　B病棟6階、B病棟7階、手術部、ICU、C病棟7階(MCU)、HCU

2) 学内　看護学科棟 501演習室

3．実習形態

備考

事前オリエンテーション、手引きを参照のこと。

授業計画

オリエンテーション (学内：501演習室）　～16：30

(学内501演習室、5階資料室) 　技術演習・事前学習の確認

火

水 病棟オリエンテーション、病棟実習 関係部署オリエンテーション

木 病棟実習・患者決定（IC） 学内実習

金

月

火

水 中間カンファレンス（学内501演習室）

木

金

月

火

水

木 学内実習 13：00～最終カンファレンス

金 学内実習

第

二

週

第

三

週

病棟実習

病棟実習

病棟実習

曜日 午前 午後

第

一

週

月

8:45～16:30 　技術演習・事前学習の確認(学内：501演習室、スキルアップター)


